
仙台市郷六地区

集落点検マップによる市街地集落への啓蒙と地域ぐるみの捕獲計画

鳥獣被害対策の取り組み事例紹介

地区の概要

・約20名で、地域ぐるみのイノシシ捕獲対策を実施（イノシシの狩猟免
　許を有しない捕獲従事者容認制度を活用した地域ぐるみの捕獲対策）。
・中山間地域等直接支払制度や多面的機能支払交付金などの活動はない。
・田畑を持つ地元の営農者と住宅地の移住者（非農家）、企業、店舗など
　が混在している。

取り組み前の状況

イノシシ ツキノワグマ

住宅と圃場が混在した環境

箱わな ワイヤーメッシュ柵

対象
獣種

耕作放棄地と管理していない電気柵

住宅地の環境広瀬川沿い

● 環境
・国道 48号や東北自動車道、JR仙山線、広瀬川などによる環境的な分断があり、大きく３つの地域で構成されている。
・住宅や企業、店舗などが混在しており、その合間に圃場が点在している。
・３つの地域は、ほぼ住宅地の地域や営農がほとんどない地域など、それぞれ環境が異なっている。
・広瀬川沿いは、一部が垂直の護岸になっているものの、ほとんどは川を渡ってくることが可能な地形。

● 被害と対策
・主な被害はイノシシによる水稲被害。
・農業者以外の住民も多く、地域には住宅地や学校もあるため、農地だけではなく地域全体を守る対策がしたい。
・農業者の一部は、仙台市の補助を活用して電気柵を設置している。
・一部の地域はほとんどが耕作放棄地となっており、設置されたままの管理していない電気柵が残っている。
・令和 3年度から地域ぐるみのイノシシ捕獲対策を始め、これまでに 5頭捕獲。

ごうろく

令和４年度鳥獣被害防止対策広域連携支援業務　　令和５年３月 サスティナビリティセンター・かさなりデザイン共同企業体 作成
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